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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

次ページも一般質問

審議した主な議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他7議案は
全員賛成で原案どおり「承認・可決」しました
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審

議

結

果

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

寄附によるまちづくり条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

庁舎高圧受変電設備等更新工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

令和７年度一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

一般質問99のの視点視点
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

岡
お か べ

部久
ひ さ し

志議員
が町に問う！

Ｑ
熱
中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作

成
や
、
暑
さ
指
数
の
認
知
度
向
上
が
必

要
と
考
え
る
が
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

適
切
な
情
報
発

信
な
ど
、
引
き
続
き
熱
中
症
予
防
対
策

に
努
め
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
に
つ
い
て
も
研
究
し
ま
す
。
ま
た
、

暑
さ
指
数
の
認
知
度
を
高
め
、
数
値
の

示
す
意
味
へ
の
理
解
を
促
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
へ
の
効
果
的
な
予
防
を
進

め
る
た
め
の
取
組
は
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

民
生
委
員
等
の

協
力
で
、
啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

物
品
の
配
布
・
エ
ア
コ
ン
の
適
正
利
用
・

こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
に
つ
い
て
周

知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
で
の
見

守
り
や
声
掛
け
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
、

地
域
と
の
連
携
を
図
り
熱
中
症
予
防
に

努
め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

Ｑ
聞
こ
え
づ
ら
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

山
間
部
や

谷
間
な
ど
の
難
聴
区
域
に
つ
い
て
は
、

戸
別
受
信
機
を
設
置
︵
個
人
宅
や
公
共

施
設
55
か
所
︶
し
て
い
ま
す
。
電
話
で

確
認
で
き
る
﹁
音
声
確
認
サ
ー
ビ
ス
﹂

や
﹁
お
が
わ
情
報
メ
ー
ル
﹂
等
で
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

答 

弁
暑
さ
指
数
の
認
知
度

を
高
め
理
解
を
促
し
ま
す

対
策
拡
大
等
へ
の

対
策
拡
大
等
へ
の

考
え
は

考
え
は

熱
中
症
対
策

熱
中
症
対
策

難聴区域に設置されている戸別受信機

全質問項目は小川町ホームページから見られます。議会だよりでは議員ごとに

要約版で掲載。全文（会議録）は令和７年９月上旬に公開予定です。

「歩いて・見て・聴いた」
ことを踏まえ、議員が自
身の提言を交えて町に考
えを質す。
75分間の舌戦！ 投打走の活躍を
見せるオガワギカイ「ナイン」の
勝敗はいかに?!　「一問入魂」の
Q＆Aは必見です！！

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P19までつづきます！Mini Interviewあなたにとっての
「まんなか」は？

Vol.30

熱中症対策 デマンドタクシーP.15 P.18

買 物 支 援 地域おこし協力隊P.16 P.18

物価高騰対策 財 政 改 革P.16 P.19

部 活 動 学 び の 場P.17 P.19

複合飲食施設P.17

今「ゴルフ」にはまってま

す。五十の手習いです！
（K・Oさん　50歳）

要 望 書 の 提 出

Ａ. �環状1号線の早期開通と延伸➡県土整備部

（継続要望）

環状１号線の開通後は、県道

熊谷小川秩父線に接続しただ

けでは環状線としての機能が

十分果たせません。町道209

号線（旧根古屋線）までの約

300メートルの延伸を要望し

ます。

Ｂ. 学校給食費の無償化➡教育局

（継続要望）

子育て世帯の負担を軽減するとともに、市町村間の財政状況の差異による教育負担の格

差が生じることのないよう、国の財政措置による学校給食費の無償化を要望します。　

　　

Ｃ. 乳幼児医療費対策助成費の拡大➡保健医療部

（新規要望）

「こどもまんなか社会」の実現の一環として「乳幼児医療費対策助成費」の対象年齢を、

通院・入院ともに18歳まで引き上げ、こども医療費の全額負担を要望します。

※�小川町では、県負担（通院：小３まで・入院：中３まで）に上乗せして通院・入院と

もに18歳まで助成しています。

今会期中の全員協議会において、全会一致で埼玉県の各部局に要望書を提出しま
した。

届け！ 小川町民の願い

早期開通に向けて工事が進む「環状１号線」（青山地内）
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